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地域新電力の可能性と今後
２０２３年７月１９日（水）

秩父新電力株式会社



2秩父市の概要

・森林が87%
・ダムが4つ、水力発電所が9カ所
・系統連携制約エリア
・2045年には人口が▲35%という予測

出典：秩父市HP、国土交通省HP



3変わる電力供給の仕組み

これまで これから



4ビジネスモデル

つくる つかう
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つかうひとつくる

ビジネスモデル



6ちちぶ産の再生可能エネルギー

ちちぶ産の再生可能エネルギー（FIT電気含む）の電気を優先して調達しています。



7卒FIT太陽光買取サービス



82022年度の電源構成（計画）

※1: FIT電気とは、太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスの再生可能エネルギー電源を用いて発電され、固定価格買取制度（FIT）によって電気
事業者に買い取られた電気のことです。当社がこの電気を調達する費用の一部は、当社のお客さま以外の方も含め、電気をご利用の全ての皆
様から集めた賦課金により賄われており、この電気のCO2排出量については火力発電なども含めた全国平均の電気のCO2排出量を持った電気
として扱われます。
※2: FIT電気分に環境価値を持つ非化石証書等を組み合わせることで、実質的に再生可能エネルギーを提供（当該電力はCO2排出量も0となりま
す）しております。



9需給管理

経営理念に基づいて需給管理業務は自社で実施
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つかう

ビジネスモデル



11温暖化対策実行計画の目標達成

• 秩父市では公共施設のCO2排出量を2013年比で2030年までに40%削減する目標を設定。
• 秩父新電力の電力に切替えることで2030年目標値を前倒しで達成。
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温室効果ガスの削減目標（事務事業編）
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(t-CO2)

注：2030年目標の「電気による排出」と「その他の排出」
の比率は、2013～2017年の平均66%としています。

秩父新電力によって
CO2削減目標達成！



12ゼロカーボンシティ宣言

出典：秩父市HP http://www.city.chichibu.lg.jp/7936.html

秩父新電力の役割 低炭素電力の長期的安定供給



13地域脱炭素化に貢献
秩父市役所

市役所をはじめとした
２７施設で

CO2排出ゼロに！



14姉妹都市・荒川区／豊島区への電力供給

上
流

下
流

需要は多い
けど

再エネが作れない

再エネ資源は豊富
だけど

需要が少ない



15広がる供給実績

池袋ショッピングパーク様

埼玉りそな銀行 様

アズ企画設計 様

立教学院 様



16ビジネスモデル



17環境学習プログラムの提供
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つくるとつかうをつなげる会社

秩父新電力の今後



19秩父市地域脱炭素ビジョン
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秩父新電力

公共施設

秩父市

公共施設 公共施設…

①電気代支払い①屋根置き型太陽光設置
②秩父市に電気を売電
③保守・メンテナンス

屋根置き型太陽光事業(オンサイトPPA)モデル



21電気を通して地域とつながる会社



22
ご清聴ありがとうございました （秩父市街地）


